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平成３０年第３回（８月）県央地域広域市町村圏組合議会定例会 
 

１ 場 所   諫早消防署 ４階大会議室 

 

２ 会 期   平成３０年８月１０日（１日） 

 

３ 会期日程表 

月 日 曜 種  別 内 容 

8 10 金 定 例 会 
開会、会期決定、会議録署名議員の指名、議案上

程、説明、審議、採決、閉会 

 

４ 付議事件表 

議 案 

番 号 

審議

方法 
事 件 名 議決月日 結 果 

  会期決定の件  8月 10日 
8 月 1 0 日 の 
1 日 と 決 定 

  会議録署名議員の指名について  8月 10日 
城  幸 太 郎 君 
村 崎 浩 史 君 
指 名 

議 案 

第 11 号 

本

会

議 

平成２９年度県央地域広域市町
村圏組合一般会計歳入歳出決算
の認定について  

8月 10日 認 定 
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５ 一般質問発言順序及び発言要旨 

 

月 日 質 問 者 質 問 要 旨 ページ 

8月 10日 中野太陽 議員 １ 

１ 大型免許、特殊免許及び船舶免許の

取得状況と取得への支援について 

（１）職員における大型免許、特殊免許

及び船舶免許の取得状況は。 

（２）取得するにあたり、どのような支

援が行われているか。 

（３）取得支援について、他市、他組

合の状況は。当組合で支援する考

えは。 

 

２ 所内トレーニング施設の充実につ

いて 

（１）現在の消防署、分署等における

トレーニング施設の状況をどう考

えているのか。 

（２）施設の充実をすべきと考えるが。 

（３）職員の声を聞いたことがあるか。 
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○ 出席議員（１５名） 

1番 田 中 哲三郎 君 

2番 松 永 秀 文 君 

3番 中 村 太 郎 君 

4番 川 崎   剛 君 

5番 津 田   清 君 

6番 田 川 伸 隆 君 

7番 中 野 太 陽 君 

8番 朝 長 英 美 君 

9番 城  幸 太 郎 君 

10番 村 崎 浩 史 君 

11番 宮 田 真 美 君 

12番 松 尾 文 昭 君 

13番 元 村 康 一 君 

14番 三 浦 正 司 君 

15番 松 本 正 則 君 

 

○ 欠席議員 なし 

 

○ 説明のため出席したもの 

管 理 者 宮本 明雄 君   副管理者 園田 裕史 君 

副管理者 金澤秀三郎 君   監査委員 梅林 弘幸 君 

事務局長 土橋 伸秀 君   消 防 長 川原  敦 君 

次長兼諫早消防署長 城下 和美 君    

総務課長 森崎 泰博 君    

消防総務課長 牟田 一幸 君 

大村消防署長 田方  章 君  

小浜消防署長 冨岡 正英 君 

事業課長 川上謙次郎 君 

 

○ 議会関係出席者 

書 記 長 森崎 泰博 君 

書 記 川下 辰彦 君 
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午後３時開会 

 

○議長（松本正則君） 

ただいまから、平成３０年第３回県央地域広域市町村圏組合議会定例会を開

会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付しております日程表により取り計ら

いたいと思いますので、御了承ください。 

今期定例会に説明員の出席を求めましたので、御報告いたします。 

それでは、議事に入ります。 

 

○議長（松本正則君） 

日程第１、「会期決定の件」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（松本正則君） 

御異議ありませんので、会期は本日１日と決定いたしました。 

次に、日程第２、「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。 

今期定例会の会議録署名議員に、９番 城幸太郎議員、１０番 村崎浩史議

員以上２名を指名いたします。 

 

○議長（松本正則君） 

次に、総括的に管理者の説明を求めます。 

 

○管理者（宮本明雄君） 

皆様こんにちは。本日ここに、平成３０年第３回組合議会定例会を招集いた

しましたところ、議員の皆様方には御健勝にて御出席を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

日頃より、組合運営に御理解と御協力をいただきまして、この場をお借りい

たしまして感謝申し上げます。 

さて、九州北部の梅雨明けは、平年より１０日早い７月９日でございました

が、６月２８日から 7月８日にかけまして発生いたしました「平成３０年７月

豪雨」は、西日本を中心に広い範囲で河川の氾濫や土砂災害などを引き起こし、
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死者・行方不明者は２００名以上にのぼり、住宅やインフラ施設、農地、農業

用施設など広範囲にわたり甚大な被害をもたらしました。お亡くなりになられ

ました方々の御冥福をお祈りするとともに、負傷されました方々を初め、被災

された方々に心からお見舞い申し上げます。 

組合におきましては、「常備消防及び救急業務」、「不燃物の処理業務」を

適正に遂行し、住民の皆様の、安全安心と環境衛生の向上に努めさせていただ

いております。 

火災及び救急の概況につきましては、平成２９年版消防年報をお配りしてお

りますが、火災件数につきましては、平成２８年より１２件少ない８０件、救

急出動件数につきましては、過去最高となりました平成２８年より１５件増加

し、１０，８０７件となっております。 

救急出動件数の増加につきましては、全国的な傾向でございまして、今後も

高齢化の進展により引き続き救急出動件数の増加が見込まれるところでござい

ます。 

また、昨年５月の組合議会臨時会の際に御報告申し上げました、本組合の救

急自動車に長崎医療センターの医師等が同乗して救命措置を行います「医師同

乗救急自動車 通称：エムタック」の運用状況でございますが、平成２９年３

月１日から開始いたしまして、平成２９年の出場件数は４８件でございます。 

続きまして熱中症による救急搬送の状況でございますが、全国の４月３０日

から７月２９日現在の状況を昨年同期と比較いたしますと、昨年の３１，５９

１名から８２％増の５７，５３４名となっております。同じく、本圏域内の状

況を昨年同期と比較いたしますと、昨年の８４名から４９％増の１２５名とな

っているところでございます。 

なお、長崎県全体では昨年の４０８名から５３％増の６２６名となっており

ます。圏域内の１２５名の内訳は、重症者が２名、中等症者３９名、軽症者が

８４名となっております。 

また、年齢構成別では、０歳から１７歳までが２９名、１８歳から６４歳ま

でが５２名、６５歳以上が４４名でございます。今後も、迅速な対応に努めて

まいりたいと考えております。 

職員におきましては、日々、救助技術の研鑚に励んでおります。来る８月２

４日には、全国消防救助技術大会が京都府京都市で開催されます。本組合から

も、「ほふく救出チーム」及び「ロープ応用登はんチーム」が出場いたします。

日頃の訓練の成果を十二分に発揮し、良い成績を収めてくれるものと期待して

おります。 

不燃物の処理業務につきましては、諫早市、雲仙市の協力のもと、搬入され

ます不燃性廃棄物の適正処理とリサイクル率の向上に努め、日々の処理業務を
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進めているところでございます。今後とも、両市との連携に努め、事業を推進

したいと考えております。 

なお、今回提出させていただいております議案につきましては、事務局長よ

り説明いたさせますので、御了承を賜りたいと存じます。 

よろしく御審議賜りますようお願い申し上げまして、私からの総括説明とさ

せていただきます。ありがとうございました。 

 

〇議長（松本正則君） 

次に、日程第３、議案第１１号「平成２９年度県央地域広域市町村圏組合一

般会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 

○事務局長（土橋伸秀君） 

それでは、議案第１１号「平成２９年度県央地域広域市町村圏組合一般会計

歳入歳出決算の認定について」御説明申し上げます。 

本案は地方自治法第２３３条第３項の規定によりまして別冊のとおり監査委

員の審査意見を付して議会の認定に付するものでございます。 

平成２９年度県央地域広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算書の他、付属

資料といたしまして決算書資料、主要施策の成果説明書、決算説明資料、監査

委員からの審査意見書を配付いたしております。 

それでは、お手元に配付しております決算書及び付属資料によりまして、平

成２９年度歳入歳出決算の概要について御説明申しあげます。 

はじめに決算書の１ページ、２ページを御覧ください。 

一般会計歳入歳出決算総括表でございます。左のページに記載のとおり、収

入済額３３億５，９９２万８，０３８円に対して、右のページに記載のとおり、

支出済額３２億５，１４３万７，０９１円となっており、歳入歳出差引残額は

１億８４９万９４７円でございます。予算額に対する歳入・歳出の決算額の執

行率は、歳入が１０２．４％、歳出が９９．１％となっております。 

次に、歳入歳出予算に係る歳計現金等の保管状況について御報告いたします。 

決算書の５ページをお開きください。 

はじめに、中程にございます５款の財産収入を御覧ください。 

この款は財産である基金の運用収入でございますが、指定及び指定代理金融

機関であります十八銀行と親和銀行の２行に対して利率交渉を行い、定期預金

として保管運用しており、収入済額の欄のとおり、平成２９年度は２７万２，

５７０円の利息が生じております。 
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次に８款の諸収入を御覧ください。歳計現金は、預金として保管運用を行っ

ておりまして、１項の預金利子の欄にありますように、合計７，５５７円の利

息が生じております。 

次に、歳入歳出の詳細につきまして御説明申し上げます。 

まず、歳入の方から御説明申し上げますので、決算書の１１ページ、１２ペ

ージをお開きください。 

１款 分担金及び負担金は、予算現額２８億１，７７６万３千円に対し、調

定額、収入済額共に２８億１，７４１万１，４１７円となっております。補正

内容としましては、６節高速国道救急業務特別負担金の額の確定によるもので、

合わせて１３７万７千円を減額補正しております。 

内容について御説明いたします。１１ページの右上に節と記載しております

が、区分欄の数字が節を表しており、その後の表記が節の名称でございます。 

まず、１節 総務負担金３，９２８万３千円は、管理経費の議会費、総務管

理費、監査委員費の財源としての負担金でございます。構成３市の負担金は、

必要経費総額を不燃物処理事業費と消防事業費の経費に対して、それぞれ人口

割８０％、平等割２０％で算出し、負担していただいております。 

次の２節 不燃物処理事業負担金１億５，１６４万３千円は、不燃物処理施

設の管理運営に係る財源としての負担金でございまして、諫早市、雲仙市の２

市の処理に係る分で、人口割１００％で算出しております。 

次の３節 消防費負担金の欄を御覧ください。右のページの備考欄に記載し

ております経常経費負担金１９億６６１万４千円は、常備消防及び救急業務に

関する負担金でございます。必要経費について、職員配置割８５％、人口割１

５％の負担率で各市の負担額を算定しております。 

同じく備考欄に記載の施設整備基金積立金負担金、退職手当基金積立金負担

金、庁舎建設起債償還金負担金、車両起債償還金負担金につきましても、経常

経費負担金と同じ負担率で各市の負担額を算定しております。 

次に５節 消防債元利償還金特別負担金を御覧ください。 

内訳を備考欄に記載しておりますが、地元市で負担していただく償還額で、

消防救急無線デジタル整備に伴います構成各市の消防団車両受令機等の整備負

担分と、諫早市については市の事情で移転した西諫早分署の建設費、諫早署の

特殊車両である梯子車購入費及び諫早署新庁舎敷地造成費でございます。大村

市については、大村署の特殊車両である梯子車購入費に係る分でございます。 

次に６節 高速国道救急業務特別負担金は、西日本高速道路株式会社からの

高速道路における救急業務の運営に関する支弁金でございます。インターチェ

ンジを有する諫早市と大村市に、請求関係事務をそれぞれ行っていただき、両

市に納付された支弁金を組合へ納入していただいているものでございます。 
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次の８節 市単年度特別負担金は、独立行政法人国立病院機構長崎医療セン

ターが所有する人材育成センターの一部を借用する大村消防署久原分署の賃貸

借料等に係る負担金でございます。 

次に２款 使用料及び手数料をご覧ください。 

予算現額１，５５１万４千円に対し、収入済額１，７２４万７，４００円で、

約１７３万円の収入増となっております。この主な要因は、２項２目消防手数

料、１節消防事務手数料の備考欄の危険物検査手数料が増となったことによる

ものでございます。 

次に１３ページ、１４ページをお開きください。 

５款 財産収入は、先ほど御説明したとおりでございます。 

６款 繰入金は、退職手当基金、施設整備基金からの繰入金でございます。

予算現額、調定額、収入済額共に２億４６２万９千円となっております。 

このうち退職手当基金繰入金は、備考欄のとおり消防費の退職手当基金繰入

金で消防職員の退職金に充当したものでございます。施設整備基金繰入金につ

きましては、消防施設整備に係る事業費及び県央不燃物再生センター作業用ス

ポットエアコン設置等施設整備のための財源として繰入れたものでございます。

補正内容は、退職手当繰入金が退職予定者の増に伴い１，０９８万３千円の増

額補正、施設整備基金繰入金が消防車両更新に係る事業費の確定に伴い９３万

７千円の減額補正を行っております。 

７款 繰越金は、前年度からの繰越金でございます。 

内訳につきましては、備考欄に記載のとおりでございます。補正内容は、高

速国道救急業務負担金の確定に伴う財源更正と総務費、衛生費及び消防費の剰

余金に係る基金積立で、合わせて、９，４３７万７千円を増額補正しておりま

す。 

８款 諸収入は、予算現額５，００１万５千円に対し、調定額８，０４５万

１，０１１円、収入済額８，０２８万４，７５７円で、収入未済額１６万６，

２５４円となっております。 

８款 1項 預金利子につきましては、先ほどご説明したとおりでございます。 

８款２項 雑入につきましては、予算現額４，９９６万４千円に対し、調定

額８，０４４万３，４５４円、収入済額８，０２７万７，２００円でございま

して、３，０３１万３，２００円の収入増となっております。これは、備考欄

の最初に記載しております不燃性有価物売却代が見込金額を上回ったことや当

初予算に見込んでいなかった備考欄の下から３行目に消防広域応援交付金など

の収入があったことによるものでございます。 
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なお、消防広域応援交付金につきましては、平成２９年九州北部豪雨におい

て、緊急消防援助隊として応援活動に要した経費について、一般財団法人 全

国市町村振興協会から交付されたものでございます。 

また、収入未済額１６万６，２５４円につきましては、示談書により支払っ

てもらうこととなっていた１６万６千円が未納となっているもので、２５４円

につきましては、確定している遅延損害金でございます。 

次に１５ページ、１６ページをお開きください。 

９款 組合債は、予算現額、調定額、収入済額共に同額の９，７７０万円と

なっております。 

起債対象につきましては備考欄に記載しておりますとおり、小浜消防署の高

規格救急自動車３，２２０万円他以下のとおりでございます。補正内容は、事

業費の確定に伴うものでございまして、合わせて２６０万円の減額補正をして

おります。 

以上の歳入合計は、一番下の欄になりますが、予算現額３２億８，１４０万

４千円に対し、調定額３３億６，００９万４，２９２円、収入済額の３３億５，

９９２万８，０３８円で７，８５２万４，０３８円の収入増となっております。 

次に、歳出について御説明いたしますので、１７ページ、１８ページをお開

きください。 

はじめに、１款 議会費を御覧ください。 

予算現額４６万８千円に対し、支出済額４６万７，７１２円で、執行率は９

９．９％でございます。この経費は、組合議会の運営に係るものでございます。 

２款 総務費を御覧ください。 

１項総務管理費は、予算現額４，０７８万３千円に対し、支出済額３，９９

２万５８５円で、執行率は９７．９％でございます。この経費は、組合事務局

の運営経費で、職員の人件費、事務費等となっております。補正内容は、総務

費の剰余金処分に係るもので、財政調整基金に積立てるため３００万円を増額

補正しております。 

次に１９ページ、２０ページの２項 監査委員費を御覧ください。 

予算現額５７万１千円に対し、支出済額３８万６，０２０円で、執行率は６

７．６％でございます。この経費は、監査事務に係るものでございます。 

次に、３款 衛生費 １項 不燃物処理事業費を御覧ください。 

予算現額２億２，４１６万８千円に対し、支出済額２億２，３９５万６，２

４６円で、執行率は９９．９％でございます。不燃性廃棄物を適正に処分する

とともに、リサイクルを促進し、有価物回収と入札による売却を実施し、収益

を上げることで構成市の負担金の低減に努めているところです。 
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次に、２１ページから３０ページの４款 消防費 １項 消防費を御覧くだ

さい。 

予算現額２５億２，４０４万５，０００円に対し、支出済額２４億９，８２

０万８，０５９円で、執行率は９９．０％でございます。この経費は、消防救

急業務に係るもので、その７割程度が消防職員の人件費となっております。 

不用額２，５８３万円の主なものにつきまして御説明いたします。 

１目 消防運営費でございます。ページは２１ページから２８ページでござ

います。 

主な不用額でございますが、２節 給料 ９５２万円の不用額については、自

己の都合による退職者が５名あったことによるものでございます。 

１１節 需用費の不用額５００万円につきましては、消耗品費が１５０万円、

医薬材料費が２９４万円で、入札による執行残等によるものでございます。 

１２節 役務費２４７万円の不用額の内、通信運搬料が約１４４万円で、専

用回線４回線の解約したこと等によるものでございます。 

次に２３ページ、２４ページの１３節 委託料の不用額４０１万円につきま

しては、職員検診委託、高機能消防指令システム保守点検業務委託、消防救急

デジタル無線保守点検業務委託等の入札による執行残等によるものでございま

す。 

次に２５ページ、２６ページの１４節 使用料及び賃借料の不用額１１３万

円につきましては、公舎借上げ料の諫早署長、大村署長分が必要なかったこと

によるものでございます。小浜署長の分だけでございます。 

次に、２目 消防施設費でございます。ページは２７ページから３０ページ

です。 

主な不用額につきましては、２７ページ、２８ページです。１１節 需用費の

２１４万円、これは消防救急デジタル無線設備等の突発的な故障及び定期点検

時の消耗品交換等に係る修繕料などでございまして、見込より執行が少なかっ

たことによるものでございます。 

次に、２９ページ、３０ページの５款 公債費でございますが、予算現額４

億８，９３６万９千円、支出済額４億８，８４９万８，４６９円でございます。  

内訳につきましては、備考欄に記載のとおりでございます。 

６款 予備費については、支出がございませんでした。 

以上の歳出合計が、一番下の欄で、予算現額３２億８，１４０万４千円に対

し、支出済額３２億５，１４３万７，０９１円、予算に対する執行率は９９．

１％でございます。 
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不用額２，９９６万６，９０９円につきましては、全額、翌年度への繰越金

となりますので、平成３０年度の補正予算の財源及び基金の積立てとして予定

しております。 

次に３１ページをお開きください。「実質収支に関する調書」でございます。 

歳入総額から歳出総額を差し引きますと、歳入歳出差引額は、１億８４９万

１千円となります。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支

額は、同額の１億８４９万１千円でございます。 

次に、３３ページ、３４ページの「財産に関する調書」でございますが、土

地及び建物におきましては、増減はあっておりません。 

次に、物品につきましては、３５ページ、３６ページに記載のとおりで、取

得価格が１件１００万円以上の物品及び自動車類を記載しております。 

はじめに３５ページを御覧ください。事務局総務課に係るもので、平成２９

年度中の増減はございません。 

次に、３６ページでございます。消防本部に係るもので、平成２９年度中の

増減でございますが、「消防ポンプ自動車」につきましては、小浜消防署及び

愛野分署で計２台の更新に伴う増、小浜消防署及び諫早消防署非常用の計２台

の廃止に伴う減、「高規格救急自動車」につきましては、小浜消防署で 1台の

更新に伴う増と減。なお、小浜消防署旧車両は、諫早総合病院へ無償譲与して

おります。「その他車両の緊急車」につきましては、大村消防署で査察広報車

１台の更新に伴う増と減、「その他車両の一般車」につきましては、宮小路分

署で事務連絡車１台の減があっております。「高度救急処置シミュレーター」

につきましては、大村消防署で１台の更新に伴う増と減があっており、「エア

ーテント」を諫早消防署に新規配備しております。 

基金の現在高につきましては、最後の３７ページに記載のとおりでございま

す。 

以上で、決算書の説明を終わらせていただきます。 

次に、別冊の平成２９年度決算書資料を御覧ください。赤のインデックスで

１１号資料としているものでございます。 

１ページをお開き下さい。 

一般会計歳入歳出決算総括表でございます。 

先程、御説明いたしました一般会計の歳入歳出決算状況を表にして取りまと

めたものでございます。 

２ページ、３ページを御覧下さい。一般会計予算決算対比及び前年度比較表

を歳入と歳出について款別に記載させていただいております。 



12 

 

４ページ、５ページは、一般会計決算額歳入、歳出の前年度との比較を、歳

入については自主財源、依存財源別に、歳出については性質別に振り分けて表

したものでございます。 

６ページは、構成市の負担金の決算額を前年度と比較したものでございます。 

７ページは、組合債の平成３１年度までの償還年次表でございます。平成２

９年度末の未償還元金の合計は３３億５，７２２万１８７円となっております。 

８ページは、基金の決算状況表でございます。平成２９年度末現在高は、１

２億２，４２８万５，４００円となっております。 

９ページ、１０ページは、不燃物処理事業にかかる搬入量の過去３年間の実

績と搬入手数料の月別の収納内訳でございます。 

１１ページは、プレス類等有価物の過去３年間の売却実績を表したものとな

っております。 

１２ページから１５ページは、消防手数料の月別の収納内訳で、合計と各署

ごとの集計表でございます。 

１６ページは、普通建設事業費の内訳となっております。 

決算書及び資料の説明は以上で終わらせていただきます。 

次に、「主要施策の成果説明書」を御覧ください。 

これは組合が実施しております主要施策の推進と成果の概要を記載しており

ます。 

次に、「県央組合決算説明資料」を御覧ください。 

これは、予算科目別に事業の概要を整理したものでございます。主要施策の

成果説明書と併せて後程ご覧いただきたいと存じます。 

次に、「監査委員の審査意見書」を添付させていただいております。審査結

果は１ページに、審査の概要と意見につきましては２ページ以降に記載されて

いるとおりでございます。 

一番最後１０ページの「５ むすび」の下から７行目にありますように、本

組合の財政運営は、構成市からの貴重な負担金に依存していることを常に念頭

に置き、費用対効果の視点に立ったコスト意識の徹底を基本とし、限られた財

源の中で効率化に努め、創意工夫を重ねるとともに、圏域の将来を見据えた、

長期的で効果的な運営を継続し、圏域住民の皆様の安全安心と環境衛生の向上

に努めてまいりたいと存じます。 

今後の財政運営において、大きな位置を占めるのが、消防署庁舎や無線設備

などの施設の更新に伴うものであり、昨年策定した消防施設整備計画の方針を

反映させた各施設の個別施設計画を来年、再来年にかけて策定し、計画的な維

持修繕、更新を進めていくことになります。 
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また、消防車両については、これまでと同様に、車両更新計画に則り適切な

時期に更新するとともに、装備資機材については、随時、管内全体の見直しを

行い、より現場の状況に即した配置を行ってまいります。 

不燃物の処理業務につきましても、消防施設と同様に施設・設備の維持更新

計画を策定し、計画的な維持修繕・更新を進めてまいります。 

以上で、議案第１１号の説明を終わらせていただきます。 

よろしく御審議賜り、御承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

〇議長（松本正則君） 

これより議案第１１号に対する質疑に入ります。 

質疑は、歳入、歳出、財産に関する調書をそれぞれ区分し、歳出から順次、

款を追って質疑に入ります。 

質疑は、歳入は全般、歳出は款ごとに３回までとなっていますので、御了承

願います。 

 なお、質疑の際には、決算書等のページ数をお示しください。 

 

〇議長（松本正則君） 

まず、１款、議会費について、ページは、１７ページから１８ページであり

ます。質疑がある方はどうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

なければ、次に、２款、総務費について、ページは、１７ページから２０ペ

ージまでであります。質疑がある方はどうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

なければ、次に、３款、衛生費について、ページは、１９ページから２２ペ

ージまでであります。質疑がある方はどうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 
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なければ、次に、４款、消防費について、ページは、２１ページから３０ペ

ージまでであります。質疑がある方はどうぞ。 

 

○中野議員 

 お尋ねします。管理者の説明の中でもありましたけれども、救急出場件数が

１０，８０７件ということで報告がありました。決算でいきますと、消防運営

事務の通信指令課というところになると思いますが、ちょっと気になったのが

人口の高齢化というのもあるのでしょうけれど、いたずら電話とか救急と認め

られない状況の出動を求められたりというようなこともあって、一回の出動に

料金をかけるべきじゃないかといった話も出てきたりとかあっていたのですが、

１０，８０７件の内訳の中にいたずらとか救急と認められない事例とか入って

いるのか、入ってないのかというのと、それぞれの件数が分かれば教えていた

だきたいと思います。 

 

○消防長（川原 敦君） 

 たしかにですね、救急に限らず火災に際してもいたずらの通報はあっており

ます。何件あっているのかというのは、資料を持ち合わせていませんので、調

べさせていただきます。救急、火災に関しては、受報時にはいたずらと分かり

ませんので、出場はしております。その中で完全にいたずらというのは、そう

多くないと思います。件数については後ほど御回答させていただきたいと思い

ます。 

 

〇議長（松本正則君） 

 ほかにございませんか。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

なければ、次に、５款、公債費について、ページは、２９ページから３０ペ

ージまでであります。質疑がある方はどうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

なければ、次に、６款、予備費について、ページは、２９ページ、３０ペー

ジであります。質疑がある方はどうぞ。 
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（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

なければ、次に、歳入全般に対する質疑に入ります。ページは、１１ページ

から１６ページまでであります。質疑がある方はどうぞ。 

 

○中野議員 

 繰越金でお伺いしたいと思います。１３ページ、１４ページで、純繰越金で

総務、衛生、消防と３つの区分に分かれております、一番大きいのが消防にな

っていますけれども、監査意見書の中でありましたけれども、前年度と比べて

１８％減少しているという状況ですけれども、この状況というのは健全でいけ

るのかちょっと厳しくなってきているのか、どういう見方をすればいいのかを

伺いたいと思います。 

 

○事務局長（土橋伸秀君） 

 繰越金につきましては、年間の剰余金が発生いたしますと地方財政法第 7条

の規定で、剰余金のうち２分の１を下らない金額は、これを剰余金を生じた翌

翌年度までに、積み立て、又は償還期限を繰り上げて行なう地方債の償還の財

源に充てなければならないとなっており、これに則って行っているわけですけ

れども、今の状況につきましては健全な状況だと考えております。 

 

〇議長（松本正則君） 

 よろしいでしょうか。ほかにございませんか。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

なければ、次に、「財産に関する調書」について、ページは、３３ページか

ら３７ページまでであります。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

なければ、これをもって質疑を終結し、討論に入ります。討論のある方はど

うぞ。 
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（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

なければ、これをもって討論を終結し、採決いたします。 

議案第１１号「平成２９年度県央地域広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決

算の認定について」は、原案どおり認定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

〇議長（松本正則君） 

御異議ありませんので、議案第１１号は、原案どおり認定されました。 

 

〇議長（松本正則君） 

次に、日程第４、「組合行政に対する一般質問」に入ります。 

この際、議長からお願いいたします。発言時間については、申し合わせによ

り、一人につき、答弁を除き２０分以内に終わるようご協力をお願いします。 

なお、答弁につきましては、質問の趣旨を良くとらえ、簡明、的確に答弁を

お願いします。 

 それでは、中野太陽 議員 

 

○中野太陽議員 

皆さんこんにちは。一般質問をさせていただきます。通告書にありますよう

に、大きな二つの点で質問いたします。 

まず一点目です。大型免許、特殊免許及び船舶免許の取得状況と取得の支援

についてということでお伺いいたします。職員における大型免許、特殊免許及

び船舶免許の現在の取得状況をまずお伺いいたします。 

 

○消防長（川原 敦君） 

先程の質問を先にお答えしてよろしいでしょうか。 

 １１９番通報の受報状況ですけれど、昨年の受付総件数は、１万８，４８３

件でございます。そのうち火災が１０２件、救急が１万４７７件、救助が９０

件、警戒が９２件、その他の災害が１件、問い合わせが３６５件でございます。

また、試験が１，１７３件で、いたずらが２件となっております。前年比４件

減でございます。これより多いのが間違い電話で５７６件です。その他が５，

６０５件ありますが、これは警察からの１１９番通報での情報提供や問い合わ

せ等を入れております。以上でよろしいでしょうか。 
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〇議長（松本正則君） 

この件についてはよろしいでしょうか。 

 

○中野太陽議員 

 はい。 

 

○消防長（川原 敦君） 

申し訳ございませんでした。 

大型免許、特殊免許の取得状況でございます。現役職員２４０人中、大型免

許取得者は２０７名でございます。中型免許が６名、中型免許の８トン以下の

限定が６名でございます。準中型免許７名、普通免許１４名でありますが、普

通免許取得者は、この法改正前に取得しておりますので、５トン未満の準中型

自動車を運転できるようになっております。以上でございます。 

 

○中野太陽議員 

その方々に対してですね、取得するにあたり、いわゆる大型免許を取得する

にあたり、どのような支援がまず行われているのか、それと今のお話では特殊

免許と船舶免許についてはなかったんですけれど、これは持っている方はいな

いのかお伺いします。 

 

○消防長（川原 敦君） 

申し訳ございません。特殊免許については大型特殊免許が７名でございます。

大型特殊牽引が６名でございます。当消防本部では、この特殊免許が必要な車

両はございません。なお船舶免許については小型船舶操縦士免許を１０名が取

得しております。 

ご質問がありました大型免許取得にあたり支援状況でございますが、大型免

許を受験する際、現在、公費からの取得支援は行っていませんけれど、大型免

許を取得しようとする職員に対しましては、中型免許取得者がおられる場合は

水槽付ポンプ自動車、通常タンク車といいますけれども、この車両を使って公

道での走行訓練や敷地内でコースを作って操作訓練等の実施をしております。 

運転技術の大型に対応できるような支援をしているところでございます。さ

らに、普通免許取得者には、採用後５年以内の者、また、初めて緊急自動車の

機関員として任命された者に対して、大村市内にある教習所を年に５回お借り

しまして、実際に救急車とポンプ車を持っていき、教習所の教官による指導を

行っていただいております。それで中型免許、大型免許を取得できる支援も兼
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ねて職員の運転技術の向上を図っているところでございます。以上でございま

す。 

 

○中野太陽議員 

取得の支援というのは、今言われた金銭的な支援、いわゆる免許を取るため

の支援では、公的な資金は出ていないというお答えだったと思います。 

（３）にいきますけれど、取得の支援について他市もしくは他の組合の状況

としては、まず、どのような公的な支援がされているかというのをお調べいた

だいていると思いますのでお答えください。 

 

○消防長（川原 敦君） 

県内の消防本部は１０消防本部でございます。この中で免許を取得するため

に支援を行っている消防本部もあります。また、消防本部によっては採用時の

要件に準中型免許を取得していること、採用後に中型自動車、大型自動車の免

許を取得することを要件に入れている消防本部もあるところでございます。 

実際にですね、離島の五島市と上五島町、それと対馬市が支援を行っている

ようでございます。また、佐世保市においては、採用後に中型免許の取得を採

用要件にして、その後、大型免許の取得費支援を行うという形を採っておられ

ます。以上でございます。 

 

○中野太陽議員 

あと、大型免許の取得をする時に、いわゆる免許取得にかかる費用、１４、

５万円はかかるとは思いますけれど、たぶん１回分だと思うんですけれど、長

崎市の方は、例えば、年間に３人分確保しているというようなお話も伺ったん

ですけれど、その辺は調べられていますか。 

 

○消防長（川原 敦君） 

長崎市の方にも確認させていただきました。現在は採用要件に準中型免許を

取得していることを要件とされているそうです。金銭的な支援はされていない

とお伺いしております。以上でございます。 

 

○中野太陽議員 

先程の準中型自動車の話が出てきましたけれど、国の道路交通法の改正で普

通免許では中型自動車に乗れない、いわゆる８トン以下には乗れなくなるとい

うようなので新たに取らなければいわゆるポンプ車になかなか乗りにくいとい

うようなことが発生するということで、補助を今後考えていくというような話
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が今出てきております。この職員における大型免許をとる場合に、私としても

この公的な支援というのがあってもいいのではないかと、これは全国的な話か

もしれません。県央組合において、その公的支援というものお考え、いわゆる

スキルアップというふうに考えるのか、それとも職員がこれは勝手に取ってい

るのですよ、なのか。どういう形でこの大型免許というのを職員の方に取って

もらう、もしくは取っていただいているというような考えなのかというのがち

ょっとはっきりしなければ、この支援もするしないというのが変わってくると

思うんですけれど、まずこの大型免許を取得するにあたっては、消防署として

は個人の自由ですよというお考えなのでしょうか。それともやっぱり取ってく

ださいというような思いでおられるのか、その辺りをお聞かせください。 

 

○消防長（川原 敦君） 

先程の質問ですけれど、当消防本部管内に試験場もあります。また教習場も

あってそれぞれ自己啓発といいますか、スキルアップのひとつとして、２０代

後半ではもう大型免許をほとんどの職員が自分で取りに行っております。我々

としては現時点では免許を取得する公費負担は考えておりませんが、その免許

をすぐに取りやすいように、最小の経費で取りやすいように今後も支援してい

ければなと考えているところでございます。 

 

○中野太陽議員 

先程の数字でいくとほとんどの方が大型免許は取っているということで、私

としては、先程、もうお答えを言われましたけれども、資金的な援助は考えて

いませんと言われましたけれども、私は１回分とかですね、年に一人二人の新

人が入ってきた場合とかそういった時にやはり確保して支援していくべき事例

じゃないのかな、これのスキルアップすることによってですよ、いわゆる市民

の生命と財産を守るという上でのスキルが上がっていくということは、これは

喜ばしいことだと思いますのでね。しかも、これは今後必要になってくるから

皆さん取られているのだと思うのですよね。そういった上では取るのが当たり

前だというようなお考えなのであれば、取ることに関して一定の支援をしてい

くというのは負担の軽減、若しくは消防士、消防職員の皆さんのモチベーショ

ンのアップにもつながるというふうに思いますけれども、管理者にお願いした

方がいいですかね、管理者お考えをお聞かせください。 

 

○管理者（宮本明雄君） 

資格、免許の話でございまして、これは消防職員だけではないと思います。

例えば、大学を卒業して、建築学科を卒業して二級の建築士の免許を持ってい
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る人で一級を取りたいなと、その時にどういう支援ができるかというのは随分

とほかの職種もあります。そういう資格があった方が望ましいという職種はた

くさんあると思います。そこで何らかの支援措置をすることが本人にとって良

いのか悪いのかというのもあります。支援措置をしてそしてその資格が取れな

かった場合はどうなんだという論議もありまして、これは一律に決められるも

のではないと思うのですけれども、それだけの資格を持つと一定の給与上の配

慮があるとか人事異動上の配慮があるとかそういうやり方もあるでしょうし、

直接受験費用と研修に行く時の費用は支援するけれども受験に関しては支援を

しませんよというのもあります。 

それぞれ消防職員だけの話ではなくて、消防団員と消防職員というのは全然

そういう意味では違うんじゃないかなと、消防団員については交付税措置とか

何とかができてきているようですけれども、消防職員というのはまた違った意

味でのその職種が限られる。例えば、救急救命士を取る時どうなんだとかです

ね。そういうものと一概にこの免許だけを論議するわけにはいかないのじゃな

かろうかと私は思っておりまして、その辺については慎重な対応が、個人にプ

レッシャーがかかるようでも困りますからですね。そういうふうなことで総括

的に総合的に考えていくべきであろうというふうに思います。 

業務に支障がないようにということでございますけれども、船舶の免許、そ

れは無いよりあった方がいいかもしれないんですけれども、実際には、船外機

付の海で乗れるような船舶を県央組合は持ってないんですけれども、ですから

たぶん漁船をチャーターして捜索にあたるとかそういうことになると思います

ので一概にそれだけを、この大型免許、特殊免許だけを論議するというのはい

かがなものかなというふうに私は思っております。 

普通免許を持っている人も、オートマッチック限定を持っている人も若い人

には非常に多いと思いますので、総括的に全体で論議していく必要があるのか

なと私は思っております。以上です。 

 

○中野太陽議員 

大型特殊、そして船舶それぞれ免許が、今管理者が言われるように多種多様

な部分があります。また、それの取得、スキルアップによってですね、県央組

合の職員の皆さんの能力または支援、救助とかのですね、そういったものへの

モチベーションにつながるのであれば、私はこの支援をどんどんしていくべき

じゃないかなというふうに思いますのでよろしくお願いします。 

次の２番に入ります。署内のトレーニング施設の充実についてということで

質問をいたします。 
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現在、この消防署本署そして分署等におけるトレーニング施設の状況をどの

ように考えておられるか伺います。 

 

○消防長（川原 敦君） 

消防職員としてはですね、体力もひとつの訓練のひとつと、維持するのもま

たそれを増強するのも我々の努めと思っております。トレーニング機材につき

ましてはですね、それぞれの署所に最低限のトレーニング機材をおいて筋トレ

等をしていただいているところでございます。今後も、職務のひとつとしてこ

のような取り組みをしていきたいと思っております。以上でございます。 

 

○中野太陽議員 

必要性は考えているということで、２番にいきますが、私は施設の充実をす

るべきじゃないかなというふうに思いますけれども、ここのトレーニングルー

ムや多良見分署とか小浜消防署とか見せてもらいましたけれども、正直そうい

ったものが見あたらない所もございます。ですので、その充実についてどのよ

うに考えているかまずお伺いします。 

 

○消防長（川原 敦君） 

庁舎内にトレーニングルームを専用に設けているのは諫早消防署と大村消防

署だけでございます。小浜消防署も各分署も、手狭ですので小浜消防署の場合

は屋内訓練所を兼ねた講堂にトレーニング機材を設置しております。 

また、分署においては、車庫等の空きスペースを利用してダンベルとかバー

ベル、腹筋台そういったものを現在設置しているところでございます。 

毎年度当初に職員に必要な資機材があるかどうかの確認をしております。そ

れで、必要と考えられる物は順次設けていきたいと思っております。以上でご

ざいます。 

 

○中野太陽議員 

先に３番のことを答えられたのですけれど、職員の声を聞いたことはあるか

というのは、先程のお話だと例えば職員厚生会とかですかね、そういった中で

のお話を聞かれたりされたのだと思います。今まで聞かれて、改善をしてほし

い、新しい機材を入れてほしい若しくはどうにかしてほしいというようなそう

いった声というのは挙がってきているのでしょうか。 

 

○消防長（川原 敦君） 
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先程申しましたけれども、毎年度事あるごとに確認しているところでござい

ます。一番新しいものでは、平成２８年度、久原分署がそういう筋力トレーニ

ングのバーベル、ダンベル、腹筋台などの要望があって設置したところでござ

います。それ以外は今のところあっていません。以上でございます。 

 

○中野太陽議員 

正直、諫早消防署のトレーニングルームを見ましたけれども機材がやっぱり

少ないなというのが正直な思いなんですよ。それでその話を聞くのもどういう

聞き方をされているのかちょっと分かりませんけれども、是非ですね、こうい

った機材若しくは分署なんかは特にその機材を購入しても置けないということ

があると思うんですよね。例えば、多良見分署なんかは近くに多良見体育セン

ターがあるんですよ。体育センターにもトレーニングルームがあるんですよね。

そこを借りやすいような、若しくは利用しやすいような方策というのが協力し

てできないのかな、あと小浜消防署、そして他の分署はどうやられているのか

まだ分かりませんけれど、用地が無いのであればそこにあった機材というのを

やっぱり充実させていくべきじゃないのかなというふうに思いますけれども、

最後お答えください。 

 

○消防長（川原 敦君） 

当務時の我々消防職員はそれぞれ部隊として動かなければいけません。何を

行動するにもひとつの部隊として動きます。他の施設をお借りしてそこに入っ

ていって訓練をするということはそれだけ時間がかかりますので、我々が考え

ているのは自分の施設に必要な物を集めてそこで時間の空いた時に鍛錬をして

もらうという考えでございまして、今後も他の施設を当務中に使おうとは考え

ておりません。ただですね、我々消防職員は非番の日も自己管理しております。

体力錬成、スポーツ等ですね、頑張っていただいている職員もいくらでもいま

すので、それも含めて非番の時にそういうジムを借りてやっている職員もおり

ますので、今後もその方針でやりたいと思っております。以上でございます。 

 

○中野太陽議員 

以上で質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

〇議長（松本正則君） 

これをもって「組合行政に対する一般質問」を終結いたします。 

以上をもちまして、今期定例会に付議されました案件の審議は終了いたしま

した。 
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今期定例会において議決されました案件につきましては、その条項、字句、

数字、その他整理を要するものがありました場合、その整理を議長に委任され

たいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（松本正則君） 

御異議ありませんので、これらの整理を要するものにつきましては、議長に

委任することに決定いたしました。 

これをもって、平成３０年第３回県央地域広域市町村圏組合定例会を閉会い

たします。 

 

午後４時閉会 

 




